
 

一般社団法人 JA共済総合研究所
（http://www.jkri.or.jp/）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 51 
共済総研レポート 2014.４ 

 

 

 

  

１．はじめに 

 介護保険法改正案を含む「地域における医

療及び介護の総合的な確保を推進するための

関係法律の整備等に関する法律案」が第186

回国会で審議され、早ければ４月中に可決成

立する見込みである。介護保険制度改正の柱

は、地域包括ケアシステムの構築と介護保険

制度の持続可能性の確保の２点である。 

 特に、地域包括ケアシステムの構築に向け

市町村の役割が拡大する点が、今回の改正の

ポイントの一つであり、同時に行われる介護

報酬改定などと合わせ、従来のサービス提供

体制の見直しを介護保険事業者に迫る内容と

なっている。 

 ここでは、2015年度から始まる第６期介護

保険事業計画に向けた具体的な市町村の取り

組みを紹介することとしたい。 

 

２．介護保険制度改正における市町村

の役割の拡大に関わる部分の概要 

 まず、今回の介護保険法改正案での市町村

の役割の拡大に関する主な部分は、以下の５

点である。 

 

 予防給付（訪問介護、通所介護）の地域

支援事業への移行 

 全国一律の介護予防サービスのうち介護予

防訪問介護と介護予防通所介護を、市町村が

行う地域支援事業である介護予防・日常生活

支援総合事業（以下「総合事業」という。）に

移行し、2017年度までに全ての市町村で実施

するとされている。今回の改正で一番注目さ

れている、いわゆる「軽度者切り捨て」と言

われている部分である。「総合事業」は前回改

正で制度化され、2012年度には27保険者、2013

年度には44保険者が実施
１
しているが、新し

い「総合事業」で要支援者も含めて多様なサ

ービスを組み合わせた支援を行うことにな

る。 

 

 地域支援事業の充実 

 地域支援事業に以下の事業を追加し、2018

年度までに全ての市町村で実施する。 

① 在宅医療・介護連携の推進 

② 生活支援・介護予防サービスの充実強化 

③ 認知症施策の推進 

 

市町村の役割が拡大する介護保険制度 

～地域づくりのパートナーとして、市町村との関係を強化する好機～ 
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 特に②については、協同組合を含め地域に

おける多様な主体がサービス提供することが

期待されている。また、多様な主体を有機的

に結び付け生活支援を進めるコーディネータ

ーの役割が重要と考えられており、生活支援

サービスコーディネーターの養成が既に始ま

っている。 

 

 地域ケア会議の推進 

 介護保険法で制度的に位置付けることで、

個別事例の検討による地域ケア会議を全市町

村に定着・普及させることを目指す。 

 

 小規模通所介護の地域密着型サービスへ

の移行 

 利用定員が厚生労働省令で定める数未満の

小規模通所介護を地域密着型サービスに位置

付けることにしており、定員10名以下が対象

となる見込みである。ただし、大規模型・通

常規模型のサテライト事業所となることで地

域密着型サービス以外での展開も可能とな

る。 

 

 居宅介護支援事業者の指定権限の市町村

への移譲 

 居宅介護支援事業者の指定等を市町村が実

施する。2018年度から実施するが１年間の経

過措置がある。 

 

３．市町村の取り組み事例（大分県杵

築市の場合） 

 上記２のような市町村の役割が拡大する改

正が予定されているなかで、実際に各市町村

はどのように制度を運用していくことになる

のだろうか。 

 ここで、今後の市町村の動向を知る手掛か

りとなる事例として、次期計画を先取りする

形で地域包括ケアシステム構築に取り組んで

いる大分県杵築市の取り組みの概要を紹介す

ることとしたい。 

 

 杵築市の概要 

 杵築市は大分県の北東部、国東半島の南部

に位置し、緑豊かな山間地域と別府湾・伊予

灘に面した海岸地域を持っている。全国平均

に比べると高齢化の進行が速く、2013年10月

末現在の人口31,245人に対して、高齢化率は

32.9％となっている。2015年から65歳以上の

人口が減少に転ずるなかで、75歳以上の後期

高齢者は2030年まで増加し、人口の減少に伴

い後期高齢者の人口比率は2035年に24.9%と

なり、ピークを迎える見込みである。2006年

度における杵築市の要介護認定率は、大分県

の19.3％、全国の16.7％と比べて高い24.8％

であった。 

 介護給付費の伸びの抑制ならびに自立支援

型ケアマネジメントの確立を目指して埼玉県

和光市の取り組みを取り入れ、2012年２月か

ら要支援者等の個別ケースの課題解決に向け

た地域ケア会議（和光市ではコミュニティケ

ア会議という）を毎週開催している。 

 

 取り組みの概要 

１）地域ケア会議の実施 

 要支援者の一件別のアセスメントによっ

て要介護度の改善や自立につなげ、介護給

付費の増加を抑制した。（５期計画の介護

給付費伸び率2.7％（大分県平均18.7％）） 

２）「総合事業」の実施 

① 「介護予防・日常生活支援総合事業実

施計画」の策定 

 自立支援に向けた高齢者サービスと財
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政負担の関係を整理した。 

 また、報酬設定については予防給付か

らの移行分の考え方も含め整理した。具

体的には、介護給付サービスの一回当た

り金額の平均から、訪問型3,000円、通所

型5,000円に設定している。(資料１) 

② 地域ケア会議等を通じ「総合事業」の

サービスを決定 

 対象者のスクリーニングと地域ケア会

議での評価に基づき、「総合事業」のサー

ビスを決定する仕組みをつくった。(資

料２) 

③ 要支援を卒業した後の受け皿の新設 

 地域包括ケア会議を通じた自立支援型 

ケアマネジメントの推進により、自立した

要支援者、要介護者が再指定にならないた

めの受け皿づくり（自立支援型ケアマネジ

メントの補完機能）のため、公募により新

たな施設の整備を行った。 

３）地域資源の現状把握 

 居宅サービス事業所（通所系・訪問系）

の需給関係、介護保険３施設（特養、老健、

療養病床）の緊急性を要する待機者の状況、

ショートステイの利用状況、医療体制など

について現状を把握した。その結果、介護

保険関係施設の供給が需要をオーバーして

いること、在宅医を含む医療体制や医療と

介護の連携への理解、高齢者の生活支援シ 

(資料１) 

杵築市 「介護予防・日常生活支援総合事業実施計画」より抜粋 
対象事業 対象者 実施機関 

総
合
事
業 

地
域
支
援
事
業 

一
般
会
計 

サービス種類 

要
支
援
１
・
２ 

二
次
予
防
事
業
対
象
者 

一
次
予
防
事
業
対
象
者 

予
防
給
付
か
ら
移
行 

報酬単 
価(円) 

利用者 
負担 

（円） 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

介
護
予
防
拠
点 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

地
区
組
織 

社
会
福
祉
協
議
会 

備考 

〇   元気アップ事業 〇 〇  〇 5,000 500 〇  〇     算定基礎Ａ 

〇   
通所型 

予防サービス 〇 〇   3,000 1000 〇  〇      

〇   生活機能アップ事業 〇 〇  〇 3,000 300 〇  〇     算定基礎Ｂ 

〇   
栄養バランスアップ
アップ事業 

〇 〇  〇 ＊6,500 0 〇  〇     
＊栄養士の場合。配食500円～、ヘルパー

3,000円 

〇   

訪問型 

生活支援サービス 〇 〇   1,200 300  〇 〇 〇 〇    

〇   総合事業ケアマネジメント 〇 〇   4,000 0 包括支援センター 初回加算3,000円 

 〇  配食サービス 〇 〇 〇  500～ 200～     〇 〇  安否確認に市が300円負担 

  〇 高齢者交流サロン   〇  100 食費実費  〇   〇 〇 〇  

  〇 軽度生活援助事業   〇  1,200 300  〇   〇 〇 〇  

 

【算定基礎Ａ】 

 

 

 
 

【算定基礎Ｂ】 

 

 

区分 月額（円） 内容 １回あたり金額 平均（円） 

介護予防通所介護 支援（１） 21,380 週１回 5,345 

介護予防通所介護 支援（２） 41,840 週２回 5,230 
5,288 

※サービス内容は、利用者の日常生活動作機能向上を目的とした運動機能、口腔機能等の向上を目的としたプログラムを
実施するもの 

区分 月額（円） 内容 １回あたり金額 平均（円） 

介護予防訪問介護費（１） 12,690 週１回60分程度 3,173 

介護予防訪問介護費（２） 25,380 週２回60分程度 3,173 

介護予防訪問介護費（３） 40,250 週３回60分程度 3,354 

訪問介護生活援助  １回40分程度 2,350 

3,012 

※サービス内容は、利用者の日常生活動作機能向上を目的とした適切な指導・声かけを実施するもの 
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ステムが不足していること等の地域課題を

把握した。 

４）上記１）～３）を通じて、杵築市におけ

る地域包括ケアシステム構築の課題を以下

の５点に整理し、取り組みを始めている。

また、その他にも自助・互助活動の立ち上

げ支援、介護予防ボランティアポイント制

度、高齢者以外のこども、障害者を含むシ

ームレスなケア体制の構築などを検討して

いる。 

① ケアマネジャー、介護従事者のアセス

メント能力の向上 

 地域ケア会議の効果を高めるため研修

体系を整備し、アセスメントマニュアル

を作成。2013年度から研修会を開始した。 

② 栄養・口腔ケア（指導）に対応するサ

ービス基盤の整備 

 専門的口腔ケアが高齢者の健康や生活

機能に与える効果に着目し、2014年度か

ら取り組みを開始する。 

③ 医療と介護の連携機能の強化 

 以下の取り組みを2014年度から開始す

る。 

・医療と介護の連携のあり方検討会の設

置 

・顔の見える関係づくりのため、年４回

程度多職種情報交換会、研修会の開催 

・医療・介護連携の個別ケースを検討す

自立支援に向けた高齢者サービスの流れ 

 

介護保険継続 

 

総合事業対象者 

・通所型元気アップ事業 

・訪問型生活機能向上サービス 

・訪問型栄養改善プログラム 

・通所型サービス 
（３月～６月） 

評価 
（継続） 

評価 
（卒業） 

評価 
（継続） 

評価 
（卒業） 

（地域ケア会議で検証）

通所型・訪問型サービス 
の継続(３月～６月) 

通所型・訪問型サービス 
の継続(３月～６月) 

（地域ケア会議で検証）

【地域ケア会議で対象者抽出】 

評価 
（継続） 

評価 
（卒業） 

（地域ケア会議で検証）

通所型・訪問型サービス 
の継続(３月) ・通所型元気アップ事業 

・訪問型生活機能向上サービス 

・訪問型栄養改善プログラム 

・通所型サービス 
（３月） 

介護予防拠点等を利用し介護予防活動
を継続することでいつまでも自立して
地域で暮らし続けることができる 

（資料２） 

 

要支援１・２ 

・通所型サービス 
・訪問型サービス 
・住宅改修等 

（３月～６月） 

・高齢者交流サロン 

・配食サービス 

・生涯学習活動 

・高齢者自身で介護予防活動 

 

総合事業対象者 

 

高齢者福祉サービス 

 
二次予防事業 

対象者 

 
一般高齢者 

（一次予防事業対象者） 

※ 杵築市「介護予防・日常生活支援総合事業実施計画」より
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る地域ケア会議の開催 

・市民向けの出前講座の開催 

④ 認知症初期段階の早期発見対策 

 初期段階の早期発見が可能になるよう

対策を検討する。 

⑤ 利便性が高く負担の低い移動手段対策 

 日常生活圏域ニーズ調査で、高齢者の

実態、ニーズを把握し、NPO法人等での

福祉（過疎地）有償運送事業の立ち上げ

を検討する。 

 

４．市町村との関係づくりを 

 杵築市の取り組みからわかることは、今後

各市町村においても、地域包括ケアシステム

実現の有効なツールとして地域ケア会議を活

用すること。日常生活圏域ニーズ調査などの

結果も踏まえて地域課題を整理し、地域の実

情に応じた第６期介護保険事業計画を策定す

ること。「総合事業」の実施では、生活支援活

動や介護予防を担う地域の多様なサービス提

供者や地域のまとめ役への期待が大きいこと

などである。 

 ＪＡは、人や地域をまとめる豊富な経験を

持ち、何らかの形で生活支援や介護予防活動

なども行ってきているはずである。今回の制

度改正は、ＪＡがこれまで培ってきた人材や

組織を活かすチャンスなのではなかろうか。

収益環境の変化への対応など介護保険事業を

運営する観点からの制度改正対応と合わせ、

事業の基盤である地域づくりの視点から市町

村との関係づくりを進めることが必要であろ

う。 

 以下に考えられる市町村対応をまとめてみ

た。 

 市町村のキーマンとのコンタクトを頻繁

にとり、どのような形で「総合事業」を進

めるのか事前に情報収集し、組織的な対策

を早く策定する。 

 助けあい活動などのＪＡが実施している

地域支援活動に対する市町村の理解を深め

るとともに、ＪＡ側から市町村に対して生

活支援活動等について企画、提案を行う。 

 対応要員の面から制度改正に難色を示し

ている市町村がある。そのため人員を受け

入れやすい環境が市町村にあると思われ

る。ＪＡから地域をまとめるノウハウを持

った人材を市町村に派遣し、市町村との将

来にわたる強いパイプをつくるチャンスと

する。 

 

５．おわりに 

 2000年の導入にあたり、地方自治の試金石

と盛んに言われた介護保険制度であるが、今

回の制度改正では、権限の市町村への大幅な

移譲や、見守りや買い物支援などの生活支援

での住民による互助がポイントとなってお

り、再び地域の力が試されることになる。 

 地域を拠点とし、「互助」を本領とするＪＡ

が、より一層身近な市町村に下りてくる介護

保険制度を組織的にしっかりと受け止め、地

域での存在感を高めることが必要であろう。 
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